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特集

施設看取りを実践しよう
連携で支えたい大切な最期
　高齢少子多死時代を迎え、高齢者施設・住宅での看取りは今後ますます増え
るだろうと予測されます。高齢者施設・住宅は、訪問先である「自宅」のすぐ隣
にある高齢者の「住まいの場」であり、訪問看護師へのニーズが高い場所です。
　本特集では、「施設・住宅看取り」に必要な知識と実践スキルをアップデートす
るとともに、各施設との連携事例から「質の高い看取り」を支えるためのポイント
をまとめます。

【流れを読む、意義を知る】
施設看取りに関する政策動向と、知っているようで知らない
〝高齢者施設〟の基礎知識◉福井小紀子
高齢者向け住まいにおける看取りの現状と展望◉長田洋

【訪問看護師・施設看護師に求められるスキル】
介護職員が発する「不安を表す言葉」を拾おう◉島田千穂
「極力手を出さない」という高度な実践◉川崎千鶴子

【連携した事例から】
❶グループホーム×訪問看護
10年にわたる相互の丁寧な歩み◉中島朋子、大橋雅子

❷特別養護老人ホーム×訪問看護
がん患者の最期の日々 を手厚くケアしたい◉田口将人

❸サービス付き高齢者向け住宅×訪問看護
「ここで生きたい」を支える連携◉麓玲子、橋爪健二
看取りを支える場と人の本質◉下河原忠道

※一部変更となることがあります。
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編集後記

横 綱級困難ケース。「おぉ……」
と息を漏らしながら読みまし

た。困難性を支援対象に押し付けるの
ではなく、自らの対応や関係性に意識
を向け直すと見え方が変わってくること
がよくわかりました（私生活にも活かせ
そう）。▶看護師と利用者の１対１の関係
性で見てしまいがちですが、どんな同
僚がいて、どういう雰囲気の職場で、
組織はどういった理念に貫かれている
のかといった、支援する看護師を取り
巻く環境的な要素が、その関係性に与
える影響は小さくないだろうと感じます。
そう考えると、小瀬古さんの組織はきっ
と素晴らしいところなのだろうと想像しま
す。…小池

約 10年前、雑誌『精神看護』を
担当しており小瀬古さんにはお

世話になっていました。その頃から、本
をよく読まれ、それを正しく捉えたうえで
療養者に対する自分の実践を真摯に
重ね、振り返る―論理性と感性を
兼ね備えた丁寧な方だなと思っていま
した（メダルを取ったら急に「遠い親
戚です」みたいな感じですいません）。
困難と混乱を切り分け、看護の道筋を
つける技と型は「丁寧さ」からこそ編み
出されて来られたのだろうと。あらた
めてこの度の出版をお祝い申し上げま
す！…米沢

本 号で、幡野広志さんのフォトエッ
セイと、たむらあやこさんの漫

画が最終回を迎えました。素敵なペー
ジをありがとうございました！ …伊藤。
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